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　目的 ：EMA ／CO 療法後に再発又 は抵抗性を示 した症例 と転移性 PSTr の 症例 に EP／EMA 療法 を施行 ・

評価 した．

　投与方法 ：a9　1 日 目 （EP ）VP −16　150mg ／n12，　 CDDP75mg ／ln2，第 8 凵 目 （EMA ）VP −161001ng／m
”

，
　 MTX

300mg ／m
！

，　 ActD 　O．5mg ／body を投与 し ， 第 9 日目フ ォ リ ン 酸 15mg 経 El／筋注 を MTX 投与開始 24時間後か

ら12時間ご とに 4 回投与する．以 上 を 1クール と して 2 週 間 ご とに繰 り返す．

　患者 と方法 ：34名の 絨毛性疾患症例 （絨腫例）と 8 名の 転移性 PSTT 症例に対 し EP／EMA 療法を施行し

た．

　結果 ：絨腫例の うち hCG 値の ヒ昇が軽度で 反応性が評価で きなか っ た22例中21例 （95％）が 生存 し寛解

し て い た．
一

方 hCG 値が 高値 で そ の低下で EP／EMA 療法の 効果判定が ロ∫能で あ っ た絨腫例 12例中 12例が

治療効果 を認め ， うち 9 例 （75％）が生存 し寛解 した．先行妊娠か ら 2 年以 内の PSTT 　3 例 は全例生存 ・寛

解 し，先行妊娠か ら 2 年以上 の PSTT 　5 例で は 1 例の み （20％）が 寛解 した．絨腫例 の 生存率は34例 中30

例 （88％），
PSTT 例の 牛存率 は 8 例 中 4 例 （50％），全体の 生存率は42例巾34例 （81％ ）で あ っ た。薬剤毒

性 は血液毒件 が重要で
， grade　3，

4 の Hb 低 下（21％），
　 WBC 減少 （68％）， 血小板減少 （40％）が み られ た．

外科手術 の 併用で 5 例 （23％）が寛解 を持続 し，7例 （32％ ）で 寛解 の
・
助 とな っ た．

　結論 ：EP ／EMA 療法 は中等度の 薬剤毒性を有する が，　 EWCO 療法後に再発又 は抵抗性を示す絨腫例

に有効 な治療法で あ り，転移性 PSTT に も効果 を期待で きる．

◇
一

コ メ ン ト ：EMA ／CO 療法抵抗性 の 絨毛性疾患症 例や 転移性の PSTT 症例 に つ い て は従来 よ り治療 に苦慮

して きた ところ で あ るが ， 本論文に示 され て い る EP／EMA 療 法は こ れ らの 難治症例 に対 して 治療効果 を

期待で きる可能性が あ る．もち ろ ん ， EP 厘 MA 療法 単独で は な く， 手術療法 の 併用など集学的治療 を考慮

する必要が あ る こ とは い うまで もな い ．

　本療法 の 治療効果に つ い て の 今後 の 追試が 望 まれる 。
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